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の調印式を開催した。

　中部大学からは、山下興亜学長、山内睦文工学

研究科長、野中泰二郎国際交流センター長、難波

義治教授、ハルビン工業大学からは喬暁林学長、

馬家辰副学長、傳石友副学長、夏清文国際交流セ

ンター長をはじめ10人の出席があった。

　ハルビン工業大学は中国政府直轄の重点6大学の

1つで、教員及び研究者・大学院学生の交流が今後

期待される。

中部高等学術研究所共同研究
「はかる―はかりはかられる
人と世界」第 19・20 回研究会

　6月28日午後3時30分から、大学リサーチセンター

2階大会議室で中部高等学術研究所共同研究「はか

る―はかりはかられる人と世界」第19回研究会を開

催した。テーマは「キログラムの再定義をめぐる最

近の動き」。問題提起者は産業技術総合研究所の藤

井賢一氏。

　また7月26日午後3時30分からは同研究所共同

研究第20回研究会を開催した。テーマは「心を読み、

はかり、つなぐ―イラクからインドへ」。問題提起

者は東北公益文科大学の高橋英彦氏。

先進計測研究センターシンポジウム

　文部科学省ハイテク・リサーチ・センター整備

事業「次世代先進計測基盤技術の開発と応用」によ

り設置した中部大学先進計測研究センターの平成

18年度シンポジウムを7月22日午後、大学リサー

チセンター 2階大会議室で開催した。飯吉厚夫総長

と難波義治先進計測研究センター長のあいさつの

後、センターを構成する3つのチームから研究発表

があり、「高精度レーザー計測システム開発チーム」

は岡島茂樹教授（工学基礎教室）、「ナノ構造制御計

測光学素子開発チーム」は大西直之教授（機械工学

科）、「脳・神経・運動情報多次元計測システム開

発チーム」は平田豊教授（情報工学科）が、現在取り

組んでいる研究について報告した。

　その後3つの特別講演では、川端一男氏（核融合

科学研究所大型ヘリカル研究部高温プラズマ物理

研究系主幹）が「レーザー開発とプラズマ計測」、岡

本篤彦氏（立命館大学総合理工学研究機構SRセン

ターナノテクノロジー総合支援プロジェクト推進

室長）が「ナノテクノロジー研究分野への放射光利

用」、池野英利氏（兵庫県立大学環境人間学部教授）

が「生体情報の計測、モデリング、シミュレーショ

ンとニューロインフォマティックス」を報告した。

終了後、PSホールではポスターセッションと懇親

会も開いた。

大学 FD 講演会
飯吉透客員教授が講演

　大学FD推進委員会が主催するFD講演会を6月

28日午後4時から、大学521講義室で開催した。

　山下興亜学長のあいさつの後、本学客員教授で
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カーネギー教育振興財団の飯

吉透氏が「誇れる教職員・講義・

課程・大学とは？：教えと学

びの真の改善を目指して」と題

して講演した。

大学の教育総合評価制度を紹介
―私情協、理事長・学長等会議―

　全国の大学でも先駆的な取り組みとして学外か

ら注目を集めている本学の教育総合評価制度。8月

2日、「ファカルティ・ディベロップメントに求め

られる教員の教育力」をテーマに社団法人私立大学

情報教育協会主催の「平成18年度教育の情報化推進

のための理事長・学長等会議」が、東京の工学院大

学（新宿校舎）で行われた。その会議に大学の坪井

和男学長補佐・大学教育研究センター長が講師と

して出席。「教育総合評価制度の導入・活用と効果」

と題し、本学の教育評価制度導入の経緯や評価の

仕組み、評価項目・方法、教育改善への効果など

を紹介した。

科学研究費基盤研究
研究集会

　6月30日から2日間ホテルアソシア名古屋ターミ

ナルで、総合工学研究所の野中泰二郎教授が研究

代表を務める科学研究費基盤研究（A）「重要構造物

の耐衝突・耐爆性能評価と防止対策」の研究集会を

開催した。北海道の2大学を含め各地の大学や研究

機関から当課題研究の分担者・協力者など14人が

出席し研究発表と討議･意見交換を行った。

　はじめに野中研究代表が本課題の研究計画概要、

予算および科学研究費使用方法と研究集会の趣旨

を説明し出席者を紹介した。続いて東京工業大学 

和田章教授の「縮小模型を用いた構造物の崩壊実験

に関する研究」をはじめ、本学・宮島佐介教授（理

学教室）の「建築構造物の衝撃力による破壊のプロ

セスに関するシミュレーション」、前橋工科大学・

河西良幸教授の「航空機衝突による鉄筋コンクリー

ト高層建物の応答特性」など、衝撃・衝突をキーワー

ドとした12題の発表がプログラムに沿って行われ

た。密度の濃い2日間の研究集会は間違いなく今後

の研究に活かされる成果を生んだ。

（大学総合工学研究所 教授 野中泰二郎）

国際人間学研究所公開講演

　国際人間学研究所公開講演を6月22日午後6時30

分から、大学名古屋キャンパス6階大ホールで開催

した。

　講師は千葉成夫教授（人文・社会教室）。テーマ

は「変わるものと変わらないもの―現代日本美術の

本当の意味」。

第 7 回中部大学看護セミナー

　第7回中部大学看護セミナーを7月7日、大学50

号館4階成人・基礎看護実習室で行った。これは保

健看護学科の臨地看護実習先となる施設の現場職
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